
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今年度の「行財政入門講座」第二回は「わがまちの震災・ 

 防災対策は？」と題して９月１３日（土）富士見市の安 

 心安全課主査 関野修司氏を講師に招き開催されました。 

■ 受講者は２７名。 

■ このテーマは３年前の「3・11 東日本大震災」や最近頻 

  発している「集中豪雨による洪水被害」の実態を反映し 

て、「わが街の震災・防災について行政の対策」はどの 

ように成っているのか、考えてみようというものです。 

■ テーマが自分たちの生活に直接関わっており又場合に 

  よっては深刻な影響をうける為か、受講者の関心も高く 

２時間の講義もアット言う間に終わってしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士見市の将来の都市像と 

わたしたちの暮らし 

第二回 わがまちの震災・防災対策は？ 

◆大震災が起ったらわが町の予想される被害は。 

◆行政の安全確保対策と家庭の身近な安全対策。 

◆子ども家族の安全確保、避難場所、食料、飲料水

は 

 

安心安全課   

主査 関野 修司 氏 



 

 

 

 

 

１． 地震ハザードマップとは 

■ 地震災害の情報と避難方法を提供することにより被害を最小限することを目的と 

  して作られた地図を言う。 

 ■ 地震の大きさをマグニチュード 7.3 震度 6 と想定し、下記の３地図が作成 

されている。 

    建物倒壊危険度マップ 

揺れやすさマップ 

液状化危険度マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

揺れやすさマップ 建物倒壊危険度マップ 液状化危険度マップ 

 ◆ 講座のあらましと資料の抜粋 

  
 



 

２． 洪水ハザードマップ 

■ 洪水・氾濫に関する情報と避難方法を提供し被害を最小限することを目的と 

  した地図を言う。 

■ 大雨により河川が氾濫した場合の下記情報を記載 

・浸水情報（浸水範囲や深さ） 

・氾濫時の避難所 

・水害に対する知識と心得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．災害の対処の仕方 

非常用持ち出し品 

日頃からのそなえ （建物の事前準備、家庭内での事前準備） 

避難時の心得   

気象情報 

避難時の伝達について 

 

  

避難時の心得 

非常用持ち出し品 

 



 

 

４．地域防災計画 

    ４．１ 防災計画の目的 

    ４．２ 計画の構成 

４．３ 計画の内容 

・ 被害想定                      

・ 帰宅困難者対策 

・ 避難所の環境整備及び機能強化  

・ 情報収集・伝達強化 

・ 備蓄品の充実          

・ ライフライン対策 

・ 自主防災組織の体制強化     

・ 災害時要援護者体制の確立 

・ 地域防災力の向上 

５．避難所マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
避難所一覧 


